
【取組内容】 Chatを活用したパートナー校間の教職員の連携

札幌市立発寒東小学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-8

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Chatを活用することで、パートナー校３校の６部会を効率的に
運営。連携して９年間で子どもを育てるための仕組として機能。

３校で連携しての業務であるが、Chatを活用することで、会同したり、電話やメールな
どで連絡を取り合ったりという必要がなくなった。３校で立ち上げたコミュニティー・スクー
ルの運営も、Chatを活用することで、連絡や情報共有の手間が格段に減少している。

パートナー校３校の全教員が
いずれかの部会に所属

学運協も
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